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近現代中国の社会史資料。華僑史資料。漢籍 300 点、中国書 2,000 冊、文書資料 500 点。
本研究所名誉教授江上波夫氏の蔵書のうち、歴史学、民族学、考古学を中心とした洋書 2,550 点。
大木文庫は、戦前、弁護士として北京で活躍された大木幹一氏（1881-1958 年）が寄贈されたも
ので、大木氏が長年に渡って蒐集された中国法制関係書を中心とする漢籍 3,168 部、45,452 冊か







地政府が 1928 年から 1939 年に公布した官報の集成である。
昭和 27・28 年度に清野謙次氏旧蔵洋書 750 冊を購入した。人類学・考古学関係のものを根幹と
する貴重なコレクションであり、昭和 53 年 3 月に『東京大学東洋文化研究所清野文庫分類目録』
を刊行した。
昭和 50 年度に本学名誉教授倉石武四郎の漢籍を主とする蔵書を収蔵することとなり、昭和 56 年
度までにその重要な部分、漢籍約 4,300 点及び和書 3,300 冊、現代中国書 2,300 冊を購入した。
平成 2 年度に乾隆版大蔵経全 724 函（毎函 10 冊）、大清三蔵聖教目録１函（5 冊）を購入した。




下中弥三郎氏より昭和 28 年 1 月から 32 年 6 月にかけて戦後出版の中国書 4,500 冊、中国雑誌




小説および戯曲漢籍約 500 点 4,400 冊。
昭和 25 年に長澤規矩也氏旧蔵の約 3,000 冊を購入した。その内容は、明清時代の戯曲小説類で、









昭和 34・35 年度に東京銀行調査部所蔵の経済関係書を中心とする和漢書・資料類約 18,000 冊の
寄贈を受けた。
東方文化学院東京研究所は、昭和 4 年に東方文化に関する研究機関として創設され、外務省の所管
に属したが、昭和 23 年に廃された。昭和 42 年 3 月、その旧蔵書和漢洋あわせて 103,587 冊が
本研究所に移管された。
本研究所名誉教授仁井田陞氏の逝去（昭和 41 年 6 月 22 日）後、所蔵の中国書 5,000 冊、洋書































朝鮮族譜集成 494 冊、中国華南宗族社会史資料、南洋華僑・華人関係資料 2,263 冊。
昭和 63 年度に文淵閣本四庫全書影印本全 1,501 冊を購入した。四庫全書は清代以前の中国の古典
的文献を網羅した最も基本的な叢書であり、現在、台北故宮博物院の所蔵するところとなっている
文淵閣本原本は、北京紫禁城内に置かれていた正本をなす。中国研究上、不可欠の重要性を持つ。
昭和 25 年に松本忠雄氏旧蔵の和漢洋書、雑誌など約 3,000 冊を購入した。近代中国研究資料とし
て重要なものを含んでいる。
南アジア各地で伝道活動を行ったキリスト教団の 18 世紀末から 20 世紀までの年報、諸会議の議
事録、往復文書、報告書等。
昭和 27 年に矢吹慶輝氏旧蔵洋書約 360 冊を購入した。英・仏・独のマニ教関係の文献がその中心
をなし、他に仏教遺跡の発掘報告書も含まれている。
本学名誉教授我妻栄氏の逝去（昭和 48 年 10 月）後、所蔵の和洋法学文献および各種資料が東京








和 63 年に Catalogue of the Arabic Manuscripts in the Daiber Collection を刊行した。 現在、電




















The Daiber Collection I、II（ハンス・ダイバー
氏）
Indonesian Monographs, 1945-1973
Ouseley Collection（G. Ouseley 卿）
収録データベース名 収録点数 原資料所蔵 備考
アラビア語写本
ダイバーコレクション 153 東洋文化研究所










雙紅堂文庫（小説） 172 東洋文化研究所 18 年度中公開予定
表 2　アジア古籍電子図書館（http://imglib.ioc.u-tokyo.ac.jp/）
特集／アジア地域関連コレクション─わが国主要図書館の所蔵資料から
?? ????????????? No.???????????
